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	ホクコーオリゼメートAA粒剤
	■種 類 名：プロベナゾール粒剤
	■有効成分：プロベナゾール 8.0%
	■登録番号：第13244号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：1974.04.27
	■性    状：類白色細粒
	■有効年限：４年
	■包    装：3kg×8袋
	【特長】
	 植物の病害抵抗性を誘導して高い効果を示す抵抗性誘導型いもち病防除剤。
	 予防的に本田に散布することで高い効果を示す粒剤タイプの薬剤。
	 イネ白葉枯病、もみ枯細菌病にも効果を示す。
	 稲だけでなく、ねぎ、きゅうり、アブラナ科野菜の細菌病にも効果がある。
	【適用内容】(2017年10月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	 育苗箱の苗の上から所定薬量を均一に散布し、茎葉に付着した薬剤は、払い落としたのち、十分灌水すること。
	 稲苗の葉がぬれていると、薬剤が付着して薬害を生ずる場合もあるので、散布直前の灌水はさけること。
	 軟弱徒長苗、むれ苗などでは薬害を生ずるおそれがあるので、必ず健苗に使用すること。
	 処理苗移植の本田の整地が不均整な場合は薬害が生じやすいので、代かきはていねいに行い、移植後田面が露出したりしないように注意すること。
	 処理苗を本田に移植したのちは、そのまま湛水状態(湛水深３～５cm)を保ち、稲苗が活着するまで田面が露出しないよう水管理に注意すること。
	 本田が砂質土壌の水田や漏水田、未熟有機物多用田の場合は使用をさけること。
	 移植後、低温が続き、苗の活着遅延が予想される場合には使用をさけること。
	 本剤は処理を誤ると、生育初期の葉の黄化や生育遅延などの薬害を生ずるので、所定の使用時期、使用方法を守ること。
	 本剤は湛水状態(湛水深３～５cm)で播きむらのないよう均一に散布し、散布後少なくとも４～５日間はそのまま湛水状態を保ち、田面を露出させたり水を切らしたりしないように注意し、また散布後７日間は落水、かけ流しはしないこと。
	 砂質土など漏水の多い水田での使用はさけること。
	 養魚田での使用はさけること。
	 本剤は予防的に散布した場合に有効である。葉いもち防除の使用適期は、初発の７～10日前であるので、発生予察情報に注意して時期を失しないように散布すること。穂いもち防除の使用適期は、出穂の３～４週間前である。
	また、白葉枯病に対しては、移植後なるべく早い時期に使用する方が有効であるので、移植活着後(移植後７～10日)なるべく早く使用すること。なお、出穂以降の白葉枯病、もみ枯細菌病、穂枯れ(ごま葉枯病菌)に対する使用適期は、出穂３～４週間前である。
	 側条施用をする場合は、粒剤が均一に散布できる施用装置を装着した田植機を使用すること。
	 健苗に使用し、幼苗、軟弱徒長苗には使用しないこと。
	 本剤を処理する場合は植穴の土壌と十分混和すること。
	 本剤処理後、葉縁の黄化(退色)、葉の矮化、また活着遅延にともなう初期生育抑制等の薬害を生ずるおそれがあるので注意すること。

	【安全使用上の注意】
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